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1  1ま   し め に

現在,わい性台リンゴは成木に達した国が多くなりつつ

ある。各県ともに樹形については,着果部位が地上 20～25

"程
度,側枝本数は20本前後の細型紡錘形を標準として指

導を行なってきた。しかし,農家園地においては必ずしも

このような樹形となっていない場合もあり,優良園地でも

同様である。このため,わい性台リンゴの適切な樹形構成

の再検討の基礎資料とする目的で樹形を異にするわい性台

樹の着果状況の調査を行なった。

2調 査 方 法

場内の 4× 25″ 植え,10年生ふじ/N126を 対象とし樹形

の異なる3タ イプを選定して,A― ,B― ,C― タイプとし,
3樹ずつ調査した。 A― タイプは側枝数が多く,上部側枝
ほど短いクリスマスツリー型に似る樹形とし, 3-タ イプは

側枝数が多く上部と下部側枝長の差が少ない円満型,C―
タイプは側枝数が少なく上部側枝がやや短い紡錘型に似る

樹形とした(図 1)。 幹周と樹高はA― タイプが262",447昴 ,

B―タイプが283■ 440",C―タイプが295昴 ,413ωであっ
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図 : 高さ別側枝長 (3樹合計)

た。昭和58年 10月 に地上高別に■1枝長と本数,着果数,頂

芽数等を調査 した。側枝は基部径 8爾 ,長さ50"以上を,

頂芽数はlo月 の時点での頂芽を対象とした。

3 結 果及び考察

側枝本数は A―タイプが363本 ,B―タイプが3,0本 ,C―

タイプが 260本であり側枝本数の少ないタイプはど側枝の

平均基部径は大きかった(表 1)。 側枝の高さ別の側枝基部

径はA―,C― タイプでは上部ほど月ヽさいが,3-タ イプは太

い側枝が上部にもみられた(図 2)。 平均側枝長はA―タイプ

が1380",3-タ イプが 1470昴 ,C―タイプが1601"であっ

た。樹間距離は 25″であるが,側枝の下垂のため隣接樹

図 2 高さ
=1側
枝基部径 (代表樹,

との極端な側枝の交さは認められなかった。
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主幹からの距離別にみると,側枝上の果実は 3タイプとも
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主幹から主として15″ までの範囲に分布し,特に10″ 以
内に多かった。また主幹に近い部位で着果数が減少する傾

向は認められなかった (図 3)。 側枝の地上高別の着果は ,

3タ イプとも全着果数のうち86～89%の果実が地上高 05

～ 25″ の範囲にある側枝上に分布していた。 A― ,C―
タイプでは10″ ～ 20771の 高さの側枝に着果が多いが ,
B― タイプでは 05″ ～ 25″の側枝に均―に着果してい

た (表 1)。

000

樹 250

2oo

占
150

A― タイプ B― タイプ C― タイプ

∞
　
　
∞
　
　
０

（
“
）

着果部F7

中心着果 .・8位

図3 高さ別側枝上着果部位 (代表樹)
注 中心着果部位は側枝を年次別に分けて最も着果の多い部位

∞  100 150 200 250 1Fa 0 50 |1 0   50  100  150

一果電は地 L高が高い側枝ほど大きく,特にB―タイプで

下部側枝と上部側枝の果実重の差が著しかった。地 ヒ高が

05″ 以下の側枝はA―,B― タイプに少数あったが,こ れら

側枝上の果実は 175夕～201′ と小果であった。一果当たり

の頂芽数はA―,3-タ イプでは地上高05″から10″ にある

側枝上でやや多く,B―タイプでは05″から25″ まで5～ 6

頂芽と 1樹内ではぼ差はみられなかった。A■ B― タイプの

05″以下の側枝では 149,271頂芽と極めて多かった。
樹高,側枝数及び側枝長はわい性台リンゴの樹形を構成
する重要な要素である。樹形の相違により受光体制は著し

く影響を受けるものと思われた。一果当たり頂芽数が同じ

であっても側枝の地上高が高いほど一果重が人であったこと

は上部側枝による下部側枝の光のしゃへいの影響と思われ

た。特に受光体制が不利と推測されるB―タイプで一果重の

差が大であった。 B― タイプでは 05″から10″の高さに

199%の着果がみられたが果実は219夕 で現実には利用で

きない状態であった。商品価値のある果実の着果部位は10
″～30″ の範囲に上昇している。これに対しC―タイプでは

側枝本数がA■ B―タイプより少なく,上部側枝ほど短いた

め受光体制は有利と思われ,05″ ～ 302の全範囲で良好
な果実が生産された。A―タイプでは側枝本数は多いが上部

側枝が短いためB―タイプよりは一果重の差が小さくなった

ものと思われた。

10α 当たり4′ を収量目標とした場合に,4× 25″植え(100

4/10α)では280夕 の果実 140果/一樹で達成される。C―タ

イプの樹では地上高 05″ から25″ までの側枝で 140果 が

得られると思われる(表 1)。更に着果の中心は主幹より1″以

内にあるところから側枝長のより短い樹形が可能で,着果部

位や樹高の低下とともにより作業性が向上し,入念な管理が

可能である。収量を高めるために側枝本数を多くする例もみ

られるが,今回の調査では側枝数の過多な場合には下部側
枝の牛産力が低下し結果的に着果部位が上昇することがわ

かっ亀 B―タイプの樹にれ てヽ作業性等を考慮して着果部位

を25″ 程度に維持するためには,上部側枝の本数を少なく

し下部側枝を有効に利用する必要があると思われた。

4  ま  と  め

4× 25″植え,10年生ふL/N426の 樹形と着果部位を調

査した結果,側枝の本数が少なく上部の側枝が短いはど良

好な果実が得られた(C―タイプ)。 側枝数26本,着果部位05

～25″で,当面の収量目標である4′ス Oα は達成されるも

のと思われる。また側枝数が多すぎる場合には10″以下の

側枝は生産性が低く利用が困難であった。

表 1 タイプ別樹形と着果状況
(1)A― タイプ

0)B タイプ
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